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第１学年の結果と考察                        調査人員 56,908 人 

問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

１ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ５:17 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 10:56 ９:55 
左記以外の 

誤答・無答 

２ 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

３ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ○い  ○う  
左記以外の 

誤答・無答 

 
【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 
 

１ 時刻を正確に読むことができるかをみる問題である。正答率は(1)は 92％、(2)は 80％であった。(2)の正答率は、前回調

査の 79％とほぼ同様であるものの、(1)と比較すると低い。誤答をみると、10 時 56 分が５％、9時 55 分が２％であった。

また、それ以外の誤答が最も多く 13％であった。このことから、長針と短針どちらの読み取りに対しても課題があることが

分かる。実際に時計を動かす活動を通して、長針と短針の示す時刻を正確に読み取る力を身に付けさせる必要がある。短針

だけ読んだり、長針だけ読んだりする練習を取り入れるのも効果的である。チャイムが鳴ったときの時刻を時計を使って確

認するなど、日常的に時計を読ませ意識させることが重要である。 

２ 任意単位を用いて、広さを比べることができるかをみる問題である。正答率は 88％で前回と同様であった。広さを比べる

際に、重ねることができない場合は、単位正方形の数で比べられることを、色板を並べたり方眼を塗りつぶしたりといった活

動を通して意識させることが大切である。 

３ 容器の形や、水面の高さに着目して、水のかさを比べることができるかをみる問題である。正答率は 95％であり、平成 23

年度実施とほぼ同様の結果であった。４％存在する○いを選んだ児童は、水面の高さを見誤り、さらに容器の大きさを考慮しな

かったために○いを選んでしまったと考えられる。容器が異なると、水面の高さが同じでもかさが違う場合があることを実際に

示しながら理解させることが必要である。また、大切なことは、どうして○あが一番かさが多いと分かったのかを自分の言葉で

説明することである。この問題のように、量を比べる問題場面を通して、「同じ容器なので、水面が高い方が多い。」「水面が

同じ高さなので、容器が大きい方が多い。」というように、筋道立てて考える力を伸ばす場面を意図的に設定しなければなら

ない。 
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問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

４ 

（１） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

５ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ 
 

正答 
○あ  のみ 

または 

○あ  と ○う  

左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ③を含む 
左記以外の 

誤答・無答 

 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 

 

４ 数を用いて順序や位置を表すことが理解できるかをみる問題である。「前から３びき目」が 97％、「後ろから２ひき目」が

94％と、どちらも前回と同じ正答率であった。「○○さんの席は前から～番目。」のように身の回りの物や人の位置を表す活

動をゲーム的に行うなどし、体験的に数を用いた順序や位置の表し方について理解させなければならない。 

５ 正しく長さを比べることができるかみる問題である。正答率は 74％であった。○あを選んだ児童は、18％である一方、○いを

選んだ、または無答は８％であることから、同じクリップを使って測ってはいるものの、縦または横どちらかの長さを基に

比べることの理解が十分とはいえない。任意単位を用いるとき、向きをそろえるなど、単位となる長さをそろえることの大

切さを指導していきたい。また、直接比較や間接比較のように一目見て長さの違いが分かるよさに気付かせたり、任意単位

を用いて数で比べるよさに気付かせたりする指導を丁寧に行い、それぞれの方法のよさが十分分かるように指導することが

大切である。 

６ 目的に合わせて、平面の形を分解して捉えることができるかをみる問題である。この問題では、立体図形を構成している

面の形の特徴を理解し、写し取る形をイメージする力が必要である。完答は 78％、誤答として球を選ぶ児童は 13％であっ

た。円と球を両方とも「まるい」という見方だけで曖昧に捉えていると考えられる。立体の特徴を捉える基礎的な経験とな

るので、様々な積み木を使って模様づくりをする活動を積極的に取り入れていきたい。その際、教師が用意した模様だけで

なく、かきたい形を考えさせたり、必要な積み木を選ばせたりするなどの工夫をしていきたい。活動では球も扱い、平面が

ないので形を写し取れないことも経験させたい。 
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第２学年の結果と考察                       調査人員 57,610 人 

 

問題 
評価基準及び割合（％）A   B1   B2    

C1  C2  C3  C4 

１ 

（１） 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○かのみ 
○あを 

含む 

左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○あ
のみ 

○き
のみ 

○いを

含む 

左記以外の 

誤答・無答 

（３） 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○くのみ 
○うを 

含む 

左記以外の 

誤答・無答 

（４） 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○いまたは 

○うのみ 
○えや○おや 

○きを含む 

左記以外の 

誤答・無答 

２ 
Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４  

正答 ３Ｌ ３ｍＬ ３ 
左記以外の 

誤答・無答 

３ 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 

１ 辺の長さや角の大きさに着目して図形を弁別できるかをみる問題である。正答率は、(1)77％、(2)74％、(3)67％、(4)59％

であった。前回と比べてほぼ変化がなく、全体の傾向は変わらない。(1)では、○あを含んだ誤答は 14％、(3)では、○うを含んだ

誤答は 19％と多かった。これは、辺の長さの判断が不十分であったり、直角を判断できなかったりすることが原因として考え

られる。(4)の三角定規を当てて直角がない図形を確実に選べるかをみる問題の正答率が最も低い。様々な向きの図形や直角

に近い形の中から辺の長さや角の大きさに着目して図形を弁別する活動では、三角定規やものさしを当てて、直角や長さを確

かめる態度を育てたい。 

２ L ますの目盛りを正しく読む、L と dL の単位換算が正しくできるかをみる問題である。正答率は 65％で前年度と変わらな

い。誤答の原因としては、「１dL が 10 杯で１L」という経験や確認が不十分であることが考えられる。かさを表す単位、mL、

dL は日常生活の中で馴染みがあまりない。Lはよく耳にするが、mL や dL とどのような関係にあるのかが経験的につかみにく

い。そのため、授業で「１dL ます 10 杯で１L」という体験的な学習を通して経験を知識として定着させることが大切である。

そのために、教師が師範を見せるだけでなく、かさを表す mL や dL を L と比べるなどの体験的活動を設定することが大切であ

る。また目盛りの読み方の指導が必要である。 

３ ものさしの目盛りを正確に読むことができるかをみる問題である。正答率は 85％で、前年度と同じである。㎝や㎜が児童

の生活に身近な量・単位であると考えられる。さらに正答率を上げるには、長さの測定を段階を踏んで、丁寧に指導していく

必要がある。①工作用紙を使い、１㎝の幾つ分かを測る活動 ②ものさしでの測定(測り取る直線の左端にものさしの０の位

置を合わせる。)を通して、１㎝や１㎜の一目盛りの表す大きさを理解させることが大事である。さらに、理解を深めるため

には、ものさしに表された５や 10 の印に着目させることで、手際よく測定できることに気付かせたい。１㎝は１㎜が 10 集ま

った長さであることもしっかりと理解させることが必要である。 
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問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

４ 

（１） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（３） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

５ 

（１） 
Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ４時40分 ８時18分 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ４時 10 分 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 
３㎝が４本 

８㎝が４本 

３㎝が６本 

８㎝が３本 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 

４ 長さやかさの量感が身に付いているかをみる問題である。正答率は、(1)77％、(2)73％、(3)73％であった。長さの学習で

は、はじめからものさしを使わせるのではなく、自分の指や腕を広げた長さ、歩幅などの体を使った計測を根拠として、長さ

に対する見当を付けさせることが必要である。また、見当を付けた後、実際にものさしを用いた計測を行うことで確かな量感

を付けさせていく。更に、牛乳パックなどの身近にあるものに、どのような単位が使われているかを調べるような活動を取り

入れ、対象の物の量を表すのに適切な単位を選択する力を付けさせていく指導も大切である。 

５ 時刻を読むことができ、簡単な場面について時間を求めることができるかをみる問題である。正答率は、(1)92％、(2)69％

であった。(1)の何時何十分の時計の読みはよくできている。(2)では、４時 10 分という誤答が９％、それ以外の誤答・無答

が 22％いることから、時刻と時間の違いについての理解が不十分であると考えられる。時間の計算では、時計の操作や数直

線、時計の絵の活用を通して、時間の経過を視覚的に捉えさせたい。また、時間は 30 分間のように｢間｣を付けて表し、時刻

との違いを明確に指導していく必要がある。 

６ 箱を構成する辺の数を筋道立てて考えることができるかをみる問題である｡正答率は71％である。｢３cmが４本、８cmが４

本｣というように、面を構成する辺の数｢４｣を意識して答えた児童が13％いた。直方体を作るには｢同じ長さのひごが４本ず

つ｣という知識はあるが、３組のうち２組が同じ３cmであることに着目できなかったと考えられる。図形の構成要素を正しく

捉えさせるには、ひごや粘土などの必要な面・辺・頂点の数を予想させ、その後に実際に作って確かめる活動に取り組ま

せ、直方体も立方体も辺の数は12本であることを十分理解させることが大切である。 
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第３学年の結果と考察                          調査人員 59,895人 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）  A1   A2    B1   B2    

C1  C2   C3   

１ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ  

完答 ２問正答 １問正答 
誤答 

無答 

２ 

Ａ１ Ａ２ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

正答 
正三

角形 

半径

１本 
扇形 

左記以外の 

誤答・無答 

３ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 実寸2.2㎝ 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ２㎝ ８㎝ 
左記以外の 

誤答・無答 

４ 

（１） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 

１ 図形の概形を捉え、辺の長さや角の形に着目して図形を弁別することができるかをみる問題である。完答は57％、２問正答は25％、１
問正答は４％であった。図形の弁別を行うには、辺の長さに着目し、見た目ではなくものさしやコンパスなどを用いて測定することが大切
である。今後、さらに辺の長さを比較することに必要感をもたせるため、斜めに置かれた二等辺三角形を提示したり、複数の図形を提示し
たりするなどの工夫も効果的である。そして、見た目の判断だけでなく、実際に辺の長さをコンパスやものさしで確かめる習慣を身に付け
させることが必要である。 

２ 同一円の半径はどこでも等しいことが分かり、その性質を用いて二等辺三角形をかくことができるかをみる問題である。正答率は 69％
であった。誤答の中で目立つのは、おうぎ形にしてしまったものである。三角形は３本の直線で囲まれている図形であることや、二等辺三
角形の二つの辺が等しいことを円の半径の長さと関連させて考える指導を重視することが大切である。 

３ (1)は円の半径が直径の半分であることが分かるかをみる問題である。正答率は64％であった｡(2)は大円と小円の接し方を見てから小円
の半径や直径を求めることができるかをみる問題である。正答率は44％であった。８㎝とした誤答が12％となっている。これは小円の直
径を求めていると考えられる。そこで、まずは長さの分かるところに数値を記入する習慣を付けさせたい。次に、直径＝半径×２という関
係式を活用し、計算によって直径や半径の長さを求められるようにしたい。また、円の半径が直径の半分であることを実感を伴って理解さ
せるためには、方眼上にコンパスを使った円の模様をかく活動が効果的である。 

４  長さや重さの量感が身に付いているかをみる問題である。正答率は、長さが62％、重さが38％であった。長さの学習では、１mm、１cm、
10cm、１m など基準となるものの量感を身に付けさせ、適宜選んで測定することが大切である。重さについても「１円玉１つ分＝１g」だ
けでなく、10g、100g、１kgなどについても同様である。しかし、10gや100gがだいたいこのぐらいという経験が十分でなかったことが、
(2)の誤答が多かった原因として考えられる。身の回りのものの重さを量る活動では、ねらいを目盛りの正確な読み取りだけにとどめず、
身の回りにあるものを基準に「だいたい○○と同じくらい」、「○○よりは重い」のように予想させる活動も行わせたい。そして、重さを予
想してから量る活動を多く経験させ、効率的に測定する力を身に付けさせる必要がある。 
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問題 評価基準及び割合（％） A   B  C1  C2 

５ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ４ｍ60㎝ 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 525ｇ 
左記以外の 

誤答・無答 

７ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○い→○う→○あ 
左記以外の 

誤答・無答 

８ 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ 
 

正答 
計算は違うが 
１㎞=1000ｍは 
理解している 

15㎞50ｍ 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 

５ 巻き尺の目盛りを正しく読むことができるかをみる問題である。正答率は62％で、21％の児童が４ｍ60cm の誤答であった。これは、４
ｍからの一目盛りを 10cm と読んでしまったためと思われる。一目盛りの大きさを正しく捉えさせるために、「表示されている二つの数に
着目し、その間の大きさを正しく捉えること」「何等分されているかを捉え、一目盛りの大きさを正しく判断すること」などの指導を徹底
する必要がある。その上で、実際にいろいろな場所や物を測定する活動を積極的に取り入れ、その活動の中で一人一人が正しく読めている
かをしっかりと確認し、全員に目盛りの読み方を確実に身に付けさることが必要である。 

６  はかりの目盛りを正しく読むことができるかをみる問題である。正答率は76％であった。計器の目盛りを正確に読ませるためには、５
の考察同様、一目盛りの大きさを正しく捉えさせることが必要である。前後の大きい目盛りをおさえ、その範囲を狭めていく読み方を指
導していくことも有効である。はかりを使って実際に量る活動を多く取り入れ、一人一人が確実に目盛りを読めるように配慮するととも
に、秤量１kg、２kg、４kgといった様々なはかりに慣れさせることも大切である。 

７ 任意単位の考えを用いて間接的に重さを比べることができるかをみる問題である。正答率は、77％であった。誤答の多くは、○い→○う
→○あである。○いはてんびんが傾いているために重いと判断できるが、○あと○うはどちらもつり合っているので、積み木の個数を正しく
捉えないと判断できない。この問題では、任意単位である積み木の個数に着目し、量りたいものの重さを「積み木４個と同じ」「積み木４
個より重い」「積み木３個と同じ」と順序よく考えることで解決することができる。ものの重さを比べる・量る場面では、てんびんを用い
て直接比較したり、任意単位を用いて比較したりするような活動を十分に行った上で、筋道立てて説明する流れを設定するとよい。 

８  １km = 1000mであることを理解し、道のりを正しく求めることができるかをみる問題である。正答率は80％であった。計算は違うが、
１km = 1000mは理解している児童の割合が７％だったことも合わせると、１km = 1000mはおおむね理解が定着しているといえる。３年生
では、長さでkm、重さでkgという、２つのk(キロ)がつく単位を学習する。どちらも、mやgなどを基にして1000倍という共通点は３年
生にも気付かせたい。そして今後、小学校で学習する量の単位が増えた際にも、k(キロ)やm(ミリ)のもつ意味を考えながら、長さ・重さ・
かさなどを関連付けて理解させることが大切である。 

４ ６ 
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い あ う 
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第４学年の結果と考察                         調査人数58,645人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題 
評価基準及び割合（％） A   B1   B2    

 C1  C2  C3  C4 

１ 
（１） 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ 
 

正答 
○いを選べて 

いるが○くを 

選べていない 

○あを

選んで

いる 

○うを 

選んで

いる 

左記以外の 

誤答・無答 

２ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ  

完答 
２問

正答 

１問

正答 
誤答・無答 

３ 

（１） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○おのみ 
○えを含む 

誤答 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

１ 長さを概測して、身近なものの面積を求める式が分かり、面積を求めることができるかをみる問題である。(1)の面積を求める式

と(2)の答えの完答は 51％で、前回より１ポイント下がった。(1)で○いを選んだにも関わらず(2)で答えを間違えた児童は 10％であ

った。基礎的な計算力を徹底して身に付けさせると共に、手のひらが約 100cm２など基準となるいくつかの面積を知っておき、計

算の数値と比較する習慣を身に付けることが必要である。また、教科書の長さの概測を正しくできていない児童が 39％であった。

与えられている数値で計算する問題だけでなく、面積を求める際に、長さの概測をしてから実測して面積を求めさせるような学習

活動を取り入れていくことが大切である。 
２ 式を基に、複合図形の面積の多様な求め方を読み取ることができるかをみる問題である。前回まで分解式で提示していたものを

本年度は総合式(1 つの式)に変更した。完答は 58％と昨年度と同様であったことから、総合式で表しても分解式で表した場合と同

様に式を読み取ることができていると考えられる。複合図形の学習の際には、多様な方法での面積の求め方を理解するだけでな

く、式からどのようにして面積を求めたのかを読み取る「式を読む」力を育てたい。例えば、式だけを与え、それを図で表現する

とどうなるかを説明するなど、式・図・言葉それぞれを結び付ける活動をさせることが大切である。また、自分の考えだけでなく、

友達の解決方法を式から考えて、代わりに説明するなども有効である。 
３ いろいろな角度を見積もることができるかをみる問題である。正答率は(1)が 78％、(2)が 49％であった。○えを含む誤答が 17％
であったことから、270 ﾟ前後の角の大きさの理解が曖昧であることが考えられる。180 ﾟから 360 ﾟの角の大きさを指導する際に

は、２直角(180 ﾟ)や３直角(270 ﾟ＝90 ﾟ×３)となる線を引いて目安にさせるなどの習慣を付けさせたい。さらに、任意の角を提示

し、何度から何度の間にあるかを問う発問が、角度の量感を育てることや分度器の正しい使い方へとつながり、有効である。 
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問題 
評価基準及び割合（％） A   B1   B2   B3 

  C1  C2   

４ 

（１） 
Ａ Ｂ Ｃ  

完答 ○えのみ 誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｂ Ｃ  
完答 ○おのみ 誤答・無答 

５ 
Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｃ  

完答 ○あの

み 
○うの

み 
○えを含

む誤答 

誤答

無答 

６ 

（１） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｂ１ Ｃ１ Ｃ２  

完答 
２～３ 
正答 ○い  

左記以外の 

誤答・無答 

（３） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（４） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（５） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

【６(2)平成 23 年度の B、C の数値は誤りの可能性があるので削除しました。】 
【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 

４ (1)は２組の辺が平行な四角形を弁別できるか、(2)は１組の辺が平行な四角形(台形)を弁別できるかをみる問題である。前回から

向きを変えた台形を選択肢に入れている。正答率は、(1)が 77％、(2)が 57％であった。(1)
では、長方形やひし形も２組の辺が平行になっていることなど、定義以外の性質や図形の

包摂関係を確認する必要がある。(2)では○おの等脚台形のみを選んだ児童が前回同様 13％
であった。台形の定義は理解していても、見た目だけで選んだか、もしくは三角定規の操

作が不十分であると考えられる。図形の定義や性質を構成要素に着目しながら理解させる

際に、安定した状態に置かれた形だけでなく、不安定な状態に置かれた形を三角定規で平

行かどうかを調べる活動をさせたい。また、平行な２本の直線に様々な形の台形を作図す

る活動も効果的である。 
５ ２本のテープ(２組の平行線)の交わり方によってできる四角形に、どんな関係があるかを見付けることができるかをみる問題で

ある。完答は 47％であった。○えのひし形を選んだ誤答が 23％であった。ひし形について学習する際、実際に４つの辺の長さを測

ったり、コンパスを使って辺の長さに着目して作図したりする活動を通して、「全部の辺の長さが等しい四角形」であるという定

義の理解を確実にしたい。また、実際に幅のちがう２本のテープを動かす活動を取り入れ、平行四辺形や長方形ができる理由を問

うことで、根拠をもって図形を決定できるようにさせることが大切である。さらに、平行四辺形の特別な形として、長方形がある

ことに気付けるようにするとともに、ひし形にはならないことを確認する必要がある。 
６ 直方体の展開図から、組み立てた直方体をイメージし、平行や垂直な面の関係と共に構成要素である頂点や辺の数が分かるかを

みる問題である。正答率は(1)～(5)それぞれ、77％、65％、81％、77％、60％であった。念頭で組み立てるイメージをもてるよう

にするために、さまざまな展開図から実際に直方体や立方体を組み立てたり、デジタル教材で展開図から直方体に組み立てられて

いく様子をアニメーションで確認したりする活動を取り入れることが有効である。 
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第５学年の結果と考察                         調査人員 53,713人 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％） A   B1   B2    

 C1  C2  C3   

１ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 70 28 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 12.5 24 
左記以外の 

誤答・無答 

２ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ 
 

完答 
２問 

正答 

１問 

正答 

誤答 

無答 

 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※：問題に変更を加えたものです。】 

 

１ 底辺と高さに着目して平行四辺形や三角形の面積を求めることができるかをみる問題である。(1)は高さが図形の外にある場合の求積、

(2)は底辺が不安定な向きに置かれた三角形の求積である。(1)、(2)とも２ポイント下がっている。(1)は底辺と高さの位置関係を正しく

判断し、見付けることができていないことが誤答の原因として考えられる。平行四辺形の求積の際に、等積変形の考え方を用いて底辺と

高さの位置関係を正しく判断できるようにさせたい。(2)は「÷２」をしていない誤答が 13％と増加傾向にあることからも、面積を求め

る公式を正しく理解できていないことが誤答の原因として考えられる。三角形の求積の際には、倍積変形の考え方を用いて式に表してい

く活動を取り入れ、なぜ「÷２」をする必要があるのかを理解させたい。また、図形の向きにかかわらず、底辺や高さが判断できるよう

にしていくことも大切である。 

２ 体積の多様な求め方を、式から読み取ることができるかをみる問題である。３問完答は61％で、２問正答は12％、１問正答は14％と

前回と同様である。問題を解く際、図形に補助線や矢印をかき入れたり、新たに図形を付け加えたりするなど、思考過程を図で表せるよ

うにしたい。さらに、考え方を検討する際、式から求積の仕方を読み取って図を用いて説明させる活動、図から求積の仕方を読み取って

式に表す活動を積極的に取り入れるなど、図と式の関連付けを図ることが必要である。 

３ 合同な三角形をかくために必要な条件を見付けることができるかをみる問題である。正答率は49％であり、前回と同様である。誤答

を見ても、２辺の長さと間の角の大きさ用いた作図方法のみできている児童が11％、１辺の長さとその両端の角の大きさを用いた作図

方法のみできている児童が20％であった。合同な三角形のかき方についての理解は不十分といえる。図形をかくには頂点の位置が決ま

ればよいことに着目させたい。そこで、３辺のうちの１辺を引くことで２つの頂点が決まることに気付かせることが重要で、残りの頂点

の位置を決める方法を考えさせるようにする。その上で、効率的に合同な三角形を作図するには、①三辺の長さ、②２辺の長さとその間

の角の大きさ、③１辺の長さとその両端の角の大きさ、の３つの方法しかないことに気付かせることが重要である。 
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問題 
評価基準及び割合（％）      A    A1    B1    B2 

 C1   C2   C3   

３ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ  

完答 
アイのみ 

正答 

ウのみ 

正答 

誤答 

無答 

４ 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 式のみ正答 誤答・無答 

５ 

Ａ１ Ａ２ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

単位量

で比べ

て正答 

単位量

以外で

正答 

式・計算は

できている

が誤答 

引き算を

している 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※問題に変更を加えたものです。】 

４  五角形の内角の和を求めることができるかをみる問題である。正答率は51％で、式のみできている児童は１％、誤答・無答は48％で

あった。前回の正答率よりも１ポイント上がっているものの、三角形や四角形の内角の和を基にして、五角形の内角の和を求めることが

不十分である。多角形の内角の和を求めるときに、補助線を入れたり、切り分けたりする活動を十分に取り入れるとともに、三角形の 

内角の和に帰着すれば求められるということを感得させられるようにする。また、調べた図形を表に表すことで、□角形の内角の和は 

180×(□－2)で求められるという決まりを見いだす活動を取り入れることが効果的である。 

５ 混み具合を比べる際、２量のいずれかに大きさをそろえて比べることができているかをみる問題である。単位量にそろえて正しく比

べている児童は全体の38％、単位量以外にそろえて正しく比べている児童は６％、正答率は合わせて44％であった。立式はできている

が、どちらが混んでいるか正しく判断できなかった児童は全体の27％である。「混み具合を比べるにはわり算を使えばいい」というこ

とが分かってはいるものの、その式の意味を理解していないことが原因と思われる。混み具合を求める式の指導においては、まず、数直

線を使って問題の数量関係を的確につかませることが有効である。さらに、児童が立式をした際に数直線を活用して言葉を補い、式の意

味を理解させたい。また、「１㎡当たりの鶏の数で比べるならば数値が大きい方が混んでいる」ということを利用して比べさせるだけで

なく、「１羽当たりの面積で比べるなら、数値が小さい方が混んでいる」ことを利用して比べさせることにより、自分が求めた数値の意

味を理解し、判断する力を付けさせることが重要である。 

  

１㎡当たりの鶏の数で比べる場合 

  ○数直線（Ａの場合）                       ○数直線（Ｂの場合） 

０           □            ８ （羽）       ０           □         １０ （羽） 

 
                          

 

０                    １        １０（㎡）         ０           １         １２ （㎡） 

  ○式                               ○式 

       ８ ÷ 10 ＝0.8                               10 ÷ 12 ＝0.83･･･ 

 

 にわとりの数 面積 １㎡あたりのにわとりの数 面積 １㎡あたりのにわとりの数 にわとりの数 

49

49

48

11

12

11

20

19

21

20

20

20

平成2 5年度

平成2 3年度

平成2 1年度

51

50

1

1

48

49

平成2 5年度

平成2 3年度

38

42

6

3

27

28

3

3

26

24

平成2 5年度

平成2 3年度
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第６学年の結果と考察                           調査人員 59,135 人 

 
 
 

問題 
評価基準及び割合（％）A   B1   B2    

C1  C2   

１ 

線対称 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 一部正答 誤答・無答 

点対称 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ 
 

完答 
○おのみ 

又は 

○えのみ 

○うを 

含む 

誤答 

無答 

２ 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

３ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ○い 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

１ 線対称・点対称の定義とその性質に着目し、図形を正しく弁別することができるかをみる問題である。正答率は線対称 79％、

点対称68％であった。線対称の誤答（平行四辺形を選択）・無答の児童が11％いた。平行四辺形は点対称であるが線対称ではない

ことを、対象の軸をしっかりかかせることで理解させたい。また、正五角形を点対称と選んだ児童が10％いた。基準となる頂点を

はっきりさせてから、180°回転させる操作が大切である。特に正多角形の場合は、何度か回転させると重なってしまうので、点

対称と誤解しやすい。いつでも定義に戻って考えさせる習慣を付けたり、薄い紙を用いて180°回転させたことが視覚的に分かる

活動を取り入れたりして指導法を工夫する必要がある。 

２ 身の回りのものの測定に縮図を利用できるかをみる問題である。正答率は 90％で前回より１ポイント上がっている。問題に取

りかかる際に、だいたいどれくらいの長さになりそうかあらかじめ見積もり、得られた答えを振り返る指導を大切にしたい。また、

この問題のように木や校舎の高さを、縮図を利用して求めたり、地図の縮尺から実際の距離を求めたりすることなどの、算数的活

動を多く取り入れながら活用力を更に深めていくことが大切である。 

３ 時間と道のりから、速さを求めることができるかをみる問題である。(1)の正答率は90%で、(2)の正答率は75%であった。(1)の

正答率が高いことから、時間と道のりから速さを求めることはほぼ身に付いていると考えられる。 (2)の正答を求めるためには、

Ａ列車だけでなくＢ列車の時速も求めなくてはならない。Ｂ列車の時速を求めれば、(1)でＡ列車の時速は求められているのだか

ら、２つの列車の進む道のりを１時間当たりでそろえて、その差を５倍すればよいと考えることが大切である。つまり、単位量（1

時間）当たりでそろえるという考え方が不十分だったと考察できる。２つの量を比べる時は、単位量当たりでそろえればよいこと

をしっかり指導していくことが重要である。 

90

89

84

10

11

16

※平成2 5年度

平成2 3年度

☆平成2 1年度

90

90

85

1

1

2

9

9

13

平成2 5年度

平成2 3年度

平成1 8年度

79

78

82

10

10

11

11

12

7

平成2 5年度

☆平成2 3年度

平成９年度

68

68

69

8

2

17

10

6

14

24

14

平成2 5年度

☆平成2 3年度

平成９年度

75

75

70

25

25

30

平成2 5年度

平成2 3年度

平成1 8年度



 Ｐ.12  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

問題 評価基準及び割合（％） A  C1  C2  C3 

４ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ○い ○え 
左記以外の 

誤答・無答 

５ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ○う ○あ 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ 
 

正答 120 
75  200 

100 150 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

４ 既習の図形に帰着して円の面積の求め方を考えることができるかをみる問題である。正答率は、56％と今回もかなり低い結果で

あった。円の面積を指導する際には、公式を暗記させ、活用できるようにすることだけでは不十分である。既習の図形に直すとい

う「公式をつくり出す過程」が重要である。実際に円の面積を求める方法を導き出す算数的活動をしっかり行い、長方形の縦と横

の長さが、円の半径と円周の半分の長さに対応することを捉えさせることが大切である。 

５ 概形を捉え、既習の図形を基におよその面積を求めることができるかをみる問題である。正答率は 71％であった。前回より３

ポイント上がっている。20％の児童が約 28 ㎡としており、概形を平行四辺形として見るのではなく、長方形としてみており、大

きく捉えすぎている児童が多いことが分かる。およその面積を求めるためには、概形を捉え、既習の基本図形とみることが有効で

ある。このような求め方は、正確な測定値は得られないが、公式を１回適用しただけで効率よくおよその面積を求めることができ

るよさがある。北海道（三角形とみる）や、富山県（平行四辺形とみる）などを題材に、概形を捉え、既習の基本図形とみること

やそのよさを実感させることが重要である。 

６ 三角柱の底面積が分かり、公式を用いて体積を求めることができるかをみる問題である。正答率は 69％と前回より１ポイント

下がっている。問題自体に、「この立体は三角柱である」と示している。側面のように見えている直角三角形が底面と捉えられれ

ば、「底面積（直角三角形の面積）×高さ」と立式し、容易に体積を求めることができる。この図形の置き方で、下の面が長方形

になっているが、その面積と直角三角形の辺との組み合わせで処理してしまったために間違えたとみられる児童が６％いた。様々

な向きで立体を提示し、どの面を底面と捉え、どの長さを高さと捉えたらいいのかを正しく判断する必要のある学習経験を多く積

ませるとともに、求積公式を正確に定着させることが大切である。 
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